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　In the Model Core Curriculum prepared by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology for implementation in 2019, one objective is training in practical nursing ability. One of the 
areas for obtaining knowledge and techniques of this field is service learning.
　The fourth year of public health nurse courses in nursing departments at this university feature 
public health nursing practice from September to December.  Before commencing with public health 
nursing practice, we gave attention to "Kenko-zukuri Tsuzuke-tai" （Group to Conduct Continuous 
Activities to Maintain Health）, a cooperative project with Chuo Ward of Kobe City that this university 
is conducting as a social action program, and tried to use it as an effective support for students 
learning public health nursing practice.
　Results showed that volunteer experiences from service learning stimulated students’ willingness 
to obtain knowledge and techniques and improved public health instruction skills in public nursing 
practice study following service learning.
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握力測定、片足立ち、TUG（Timed Up and Go）を
測定し、その後、自宅での運動を継続しながら、教室












































































第1回10月 体力測定、運動指導 まちづくり会館 10 3 9（7） 16
第2回10月 体力測定、運動指導 二宮福祉会館 10 2 5（5） 8
第3回12月 講義「高血圧の予防と管理」、運動指導 中央区役所 9 4 5 13
第4回2月 体力測定、運動指導 まちづくり会館 10 4 7 4
第5回2月 体力測定、運動指導 二宮福祉会館 9 3 4 6
延人数 48 16 30（12） 47
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図４	 公衆衛生看護学実習全体報告 での発表内容④ 
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Approaches of Practical Nursing Training for PHN Focused on SL
Ⅷ　考察
　今回、サービス・ラーニングに注目した公衆衛生看
護学実習指導を試みた結果、学生からは、「参加型健
康教育の効果を体験できたこと」、「事業から地域づく
りへの展開を意識できたこと」、「住民との共感やコ
ミュニケーションの大切さを実感できたこと」、「健康
教育実施にあたっては対象の理解と保健指導技術の習
得が必要であること」、そして「専門職意識、学習意
欲の向上を目指したい」との感想が寄せられた。また、
公衆衛生看護学実習において、特に学生主体で実施し
た健康教育の一連のプロセスを通して、学生の行動か
らは専門職として主体的に学修する者としての姿を見
ることができた。
　文部科学省は、「新たな未来を築くための大学教育
の質転換に向けて〜生涯学び続け、主体的に考える力
を育成する大学へ〜」において、学生の主体的な学修
を促す具体的な教育の在り方として、サービス・ラー
ニングなど教室外学修プログラム等の提供が必要であ
ると示している2）。また、保健師は、地域で生活する
個人・家族と集団、そして地域社会全体の健康課題を
対象として活動する看護専門職としての実践能力を修
得するためには、地域住民との直接的な関わりの中で
体験を積み重ねることが必要である。サービス・ラー
ニングは、大学における学士課程教育においても、看
護専門職教育という側面からも有効な教育方法である
と考えられる。
　看護教育において経験を積むことの重要性は、専門
職としての看護教育の創始者であるナイチンゲールの
著書「看護覚え書」にも繰り返し記述されている9）。
また、薄井は「看護を学ぶのに実践の現場を離れては
不可能」と断言し、実践では「机上学習で学んだ抽象
的な知識と具体例を照らし合わせつつ確認していく」
こと、つまり実践における意味づけが必要であると述
べている10）。本稿における公衆衛生看護学実習におい
ても同様に、サービス・ラーニングによって地域住民
との直接的な接触による体験を積むことと、同時にそ
の体験の意味づけを行うことによって学生の学修を深
めることができたものと考える。今後も、教育方法と
してのサービス・ラーニングを一助として、社会の変
化に対応できる看護実践力を備えた保健師教育の探究
を続けたい。
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